
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年８月 15 日 

富士市立中央病院 

認定看護師会 
No.160 

急変とは「予想を超えた状態の悪化」とされています。当院は急性期病院であり、重症患者が入院する

ため、急変はいつ対峙してもおかしくない事象です！ 

当院では患者に安心、安全な療養生活を送っていただくために、早期警戒スコア：NEWS（National 

Early Warning Score）を活用し、急変予防の取り組みをしています！ 

引用文献：池上敬一・浅香えみ子（2008）患者急変対応コース for Nurses ガイドブック，中山書店 

急変予兆を見逃さない！ 当院の取り組み 

・急変の中で最も重篤なのは心停止です。 

急変の 6〜8 時間前に前兆があることが明らかに

されています。（池上・浅香，2008） 

・急変の前兆はバイタルサインの異常や意識変調、

不穏など「なんか変？」程度の患者の些細な変化

です。前兆の時点で気づけると患者の急変を防ぐ

ことができる可能性があります。 

図引用）日本院内救急検討委員会 HP より https://www.ihecj.jp/study/ 一部改変 

救急外来のトリアージでNEWS高度リスク患者の入院率が78％であるこ

とが明らかになりました。 

NEWS『高度リスク』は入院が必要となる重症患者です！ 

当院では NEWS が自動で測定できるモニターが導入されました。入院患者

に対しても NEWS を活用し、急変予兆の評価や迅速な対応につなげていま

す。 
担当：救急看護  山田順一（PHS:3319） 

急変予兆の評価に活用 
早期警戒スコア：NEWS（National Early Warning Score）とは 

 

・英国で開発された「生命兆候を迅速、 

正確に評価する指標」です。（右図） 

・普段測定しているバイタルサインをスコア 

リングして合計点が高ければ高いほど 

状態が悪いと評価します。 

・経時的に NEWS を評価することにより 

 患者の状態の変化に気づくことが可能です！ 


